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「
地
域
の
桜
を
守
り
、

増
や
し
た
い
」。
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
昭
島
は
12

年
前
か
ら
桜
苗
木
１
０
０

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
昭
島
市
に

桜
を
寄
贈
。
同
市
環
境
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

18
種
１
１
０
本
に

タ
ー
（
エ
コ
パ
ー
ク
、
同

市
美
堀
町
）
に
植
樹
さ
れ

た
桜
は
毎
年
市
民
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

は
、
女
性
の
人
権
尊
重
と

地
位
向
上
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
、
児
童
と

青
少
年
の
健
全
育
成
、
自

然
環
境
保
護
活
動
に
対
す

る
顕
彰
、
支
援
な
ど
の
活

動
を
展
開
す
る
。

　

日
の
出
町
の
谷
戸
沢
廃

棄
物
広
域
処
分
場
に
あ
る

巣
箱
で
フ
ク
ロ
ウ
が
営
巣

し
、
卵
を
温
め
て
い
る
。

処
分
場
を
管
理
す
る
「
東

京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
」
の
固
定
カ
メ
ラ
が
3

月
4
日
に
捉
え
、
確
認
し

た
。

　

巣
箱
は
、
処
分
場
周
辺

の
生
態
系
を
調
査
す
る
た

め
、
同
組
合
が
２
０
１
１

フ
ク
ロ
ウ
が
営
巣

日
の
出
町
・
谷
戸
沢
処
分
場
の
巣
箱

（
平
成
23
）
年
に
設
置
。

16
年
か
ら
フ
ク
ロ
ウ
が
営

巣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

巣
箱
内
に
設
置
さ
れ
た
複

数
の
カ
メ
ラ
で
親
鳥
と
卵

を
写
し
、
抱
卵
し
た
り
、

夜
に
な
る
と
餌
を
運
ん
で

き
た
り
す
る
様
子
が
分
か

る
＝
写
真
。
例
年
、
4
月

上
旬
に
ひ
な
が
ふ
化
し
、

5
月
上
旬
に
は
巣
立
っ
て

い
く
と
い
う
。

　

多
摩
地
域
の
可
燃
ご
み

の
焼
却
残
さ
、
破
砕
処
理

さ
れ
た
不
燃
ご
み
な
ど
を

処
分
し
て
き
た
同
処
分
場

は
、
１
９
８
８
（
平
成

10
）
年
に
埋
め
た
て
が
終

了
。
そ
の
後
は
浸
出
水
の

処
理
な
ど
万
全
の
維
持
管

理
を
行
い
な
が
ら
、
環
境

調
査
や
自
然
の
復
元
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
処
分
場
内

で
は
、
国
蝶
の

オ
オ
ム
ラ
サ

キ
、
国
内
最
小

の
野
生
ネ
ズ
ミ

の
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

な
ど
多
く
の
生

物
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

　

中
で
も
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
昭
島
は
環
境
課
題

へ
関
心
を
注
い
で
き
た
。

２
０
０
８
年
の
認
証
20
周

年
を
記
念
し
て
昭
和
記
念

公
園
入
口
に
植
え
た
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
は
多
く
の
来
園

者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

に
ス
タ
ー
ト
。

　
「
昭
島
は
昔
か
ら
桜
の

木
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、

古
木
が
多
く
な
り
、
新
た

な
植
樹
の
必
要
性
を
感
じ

た
」
と
話
す
の
は
伊
藤
靖

子
さ
ん
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
現
会
長
の
和
気
恵
子

さ
ん
、
西
野
芳
子
さ
ん
ら

と
け
ん
引
す
る
。
伊
藤
さ

ん
が
会
長
を
務
め
た
認
証

30
周
年
の
お
り
に
は
、
日

本
さ
く
ら
の
会
か
ら
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
さ

く
ら
功
労
者
と
し
て
表
彰

を
受
け
た
。

　

植
樹
作
業
に
は
拝
島
第

二
小
学
校
6
年
生
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
、
日
本
の

文
化
と
心
を
伝
え
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
小
学

生
の
参
加
は
見
合
わ
せ
て

き
た
が
、
今
年
も
3
月
5

日
に
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
植

樹
。
桜
は
太
白
な
ど
希
少

種
を
含
め
計
１
１
０
本
を

超
え
た
。

　

会
員
た
ち
は
3
月
21

日
、
エ
コ
パ
ー
ク
を
訪

れ
、
育
ち
具
合
を
観
察
し

た
。「
こ
こ
で
桜
ま
つ
り

を
開
催
で
き
た
ら
」。
会

員
た
ち
の
希
望
は
桜
の
つ

ぼ
み
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で

い
る
。

昭島を桜の名所に
国際ソロプチミスト昭島　12年前から毎年植樹

早咲きのカンヒザクラの下で

増
戸
駅
前
に
新
た
に
2
本
の
桜
を
植
樹

た
。

　

植
樹
は
10
時
に
始
ま

り
、
作
業
が
終
わ
る
と
参

加
者
が
集
ま
り
、
記
念
写

真
に
収
ま
っ
た
。
同
駅
を

管
理
す
る
拝
島
駅
の
向
井

照
雄
駅
長
は
「
小
さ
な
苗

木
だ
が
、
皆
さ
ん
と
見
守

っ
て
大
き
く
育
て
た
い
」、

中
嶋
博
幸
市
長
は
「
皆
さ

ん
の
力
で
新
し
い
命
を
残

せ
て
も
ら
っ
た
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

同
明
る
い
街
づ
く
り
を

考
え
る
会
の
中
村
裕
会
長

は
Ｊ
Ｒ
と
市
に
感
謝
し
、

「
新
し
い
桜
を
大
切
に
育

て
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

彩
り
、「
安

兵
衛
桜
」
と

し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
。

　

近
年
は
有

志
で
つ
く
る

「
増
戸
駅
周

辺
の
明
る
い

街
づ
く
り
を

考
え
る
会
」

が
地
元
森
ノ

下
自
治
会
な

ど
の
協
力
を

も
ら
い
、
開

花
時
期
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
。
住
民
や
利

用
者
を
楽
し
ま
せ
て
き

　

地
域
住
民
や
乗
降
客
に

親
し
ま
れ
な
が
ら
も
昨
年

12
月
、
老
木
化
に
よ
る
危

険
の
除
去
の
た
め
伐
採
さ

れ
た
武
蔵
増
戸
駅
前
の

桜
。
３
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
新
た
に
２
本
の
桜

を
植
樹
し
た
。
Ｊ
Ｒ
や
市

関
係
者
、
住
民
ら
80
人
が

作
業
を
見
守
っ
た
。

　

駅
前
の
桜
は
１
９
２
５

（
大
正
14
）
年
、
五
日
市

鉄
道
が
開
通
し
た
の
を
喜

び
、
地
元
で
造
園
業
を
営

む
坂
本
安
兵
衛
が
私
財
を

投
じ
て
各
駅
に
植
え
た
。

同
駅
の
桜
も
長
年
地
域
を

郷土をつなぐ思いを託す

植樹を終え、喜びの地域住民ら

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

令和6年4月の営業

お越

令令
昼のお食事

午前11時～午後3時（受付）
夜のお食事

午後5時～午後7時（受付）
午後9時閉店

昼のみ営業　毎週月曜日
29日（祝）は通常営業

4月のお休み
毎週火曜日、10日、24日

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）付）

午後9時閉店

営業時間

昼のみ営業　毎週月曜日
29日（祝）は通常営業

4月のお休み
毎週火曜日、10日、24日

夜の部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日前までのご予約制とさせていただきます。

あきる野市小川633
☎042‐559‐8080

ジか
い。

業

昼のみ営業　毎週月曜日

4月のお休み
毎週火曜日、10日、24日

夜のの部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日日前前までのご予約制とさせていただきます。

ああきききるる野野市市小小川川663333
☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎04422‐‐555599‐80880880880800

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）

午後9時閉店

営業時間
あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129

　

能
登
半
島
地
震
の
発
生

か
ら
2
カ
月
以
上
が
た
つ

中
、
被
災
地
の
観
光
事
業

を
支
援
し
よ
う
と
、
日
の

出
町
観
光
協
会
が
３
月
30

日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
行

う
「
ひ
の
で
桜
ま
つ
り
」

で
募
金
活
動
を
行
う
。

　

同
協
会
は
桜
ま
つ
り
に

向
け
、「
能
登
半
島
地
震

復
興 

結
い 
桜
募
金
」
を

立
ち
上
げ
た
。
既
に
振
り

込
み
で
の
募
金
を
受
け
付

け
て
い
る
。
募
金
は
能
登

半
島
広
域
観
光
協
会
に
届

け
、
観
光
振
興
に
役
立
て

て
も
ら
う
。

　

桜
ま
つ
り
で
は
会
場
に

募
金
箱
を
設
置
す
る
ほ

か
、
出
店
エ
リ
ア
に
石
川

県
名
産
品
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
売
り
上
げ
の
多
く
を

支
援
金
に
充
て
る
予
定
。

　

伊
藤
雅
夫
会
長
は
「
今

回
は
支
援
を
観
光
振
興
に

絞
っ
た
募
金
に
し
た
。
能

登
半
島
の
観
光
が
１
日
も

早
く
復
興
す
る
よ
う
願
っ

て
い
る
」
と
話
す
。

日
の
出
町
観
光
協
会
　
募
金
呼
び
か
け

能
登
半
島
の
観
光
復
興
に


